
P159 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

教師の算数指導方略尺度の作成

○深谷達史（広島大学） 鈴木雅之（横浜国立大学）

キーワード：指導方略，テスト活用，算数教育

問題と目的

教師の指導の質は，児童生徒の学習到達度を規

定する重要な要因の つである（ ）。

教師の授業における働きかけを質問紙によって測

定した研究としては， などが

ある。しかし，この尺度には，指導行動だけでは

なく信念も測定していることや，カリキュラム構

成など授業での直接的な指導行動以外の項目も含

まれているなどの問題がある。そこで本研究では，

信念やカリキュラム構成といった要素を含まない，

児童の学習に対する授業中の指導行動に焦点化し

た尺度を作成することを目的とする。また，教師

の指導を多面的に捉えるために，テストを通じた

授業改善と学習改善といったテスト活用方略尺度

をあわせて作成する。さらに，尺度の妥当性の外

的な側面の証拠について検討するために，メタ認

知と指導に対する動機づけ，教師効力感，指導と

学習に対する認識との関係について検討する。

方 法

参加者

インテージ社のモニターから，小学校教員

名（男性 名，女性 名）が調査に参加した。

手続きと調査内容

教師 人あたりの回答の負担を減らすため，

種類の調査票を作成した。指導方略とテスト活用

方略に関する項目はいずれの調査票にも含まれ，

一方の調査票にはメタ認知と認識，もう一方の調

査票には動機づけと効力感を測定する尺度が含ま

れていた。調査内容は以下の通りであり，回答は

すべて 件法で求めた。 指導方略とテスト活

用方略に関して，先行研究（

）をもとに，それぞれ 項目と 項目から

なる原案を作成した。 メタ認知について，

の尺度のうち，リフレクシ

ョンとプランニング，モニタリングを測定するた

めの項目を用いた。 指導に対する動機づけに

ついて，自己決定理論に基づいた尺度（

）を使用した。 教師効力感につい

て， の尺度のう

ち，授業実践に対する効力感とエンゲージメント

向上に対する効力感を測定するための項目を用い

た。 指導と学習に対する認識について，

の尺度を用いて，構成主義的な

認識と，伝統主義的な認識について測定を行った。

結果と考察

指導方略尺度について因子分析（最尤法・オブ

リミン回転）を行った結果， 因子解が妥当と考

えられた。抽出された つの因子はそれぞれ，体

制化方略と精緻化方略，発見・協働方略，教具利

用方略，教師説明・演習方略と命名した。テスト

活用方略については， 因子解が妥当と考えられ，

指導改善のためのテスト活用と学習改善のための

テスト活用に関する項目が 因子にまとまった。

次に，作成した尺度と外的変数との相関係数を

求めた（ ）。その結果，体制化，精緻化，

発見・協働，教具利用およびテスト活用は，メタ

認知をはじめとする望ましい特性と正の相関を示

した一方，教師説明・演習は教師の統制の強さな

どを表す伝統主義的な認識と正の相関を示した。

教師の信念や動機づけとの間に一定の関連がみら

れたが，因子によっては項目が少ないなどの問題

もあることから，尺度の更なる改善が求められる。
相関係数

体制化 精緻化 発見・協働 教具利用 教師説明 テスト活用

リフレクション
プランニング
モニタリング
外的調整
取り入れ的調整
同一化的調整
内的調整
授業実践に対する効力感
エンゲージメント向上に対する効力感
構成主義的な認識
伝統主義的な認識

注）
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協同場面における数学の図形課題の解決につながる
知識の統合を妨げる要因

○平見真希人（広島大学） 藤木大介＃（広島大学）
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多くの先行研究によって，協同での取り組みは

単独での取り組みに比べて問題解決を促進するこ

とが示されている。特に知識統合 複数の知識を関

連づけて体系的に説明できるようになること が

重要な数学的課題解決において協同学習は有効で

ある。例えば橘・藤村 は，「正方形を つ

の合同な図形に分けるにはどのようにすればよい

か」という課題に対して，ペアでの協同学習の中

で個人が知識統合に至る機序について検討した。

その結果，複数の，図形の分け方に関する要素を

関連づけた説明を行うことが知識統合を促すこと

を示した。

しかし，この実験で知識統合に至った実験参加

者は全体の約 に過ぎなかった。このように協

同学習が全ての学習者の知識統合を促すとは限ら

ない。学校現場で効果的な指導を行う上では協同

学習がうまくいかない原因を探ることも必要であ

る。そこで本研究では，橘・藤村 を追試し

た上で，協同場面における知識統合を妨げる要因

を検討した。

方 法

実験協力者 広島大学の文系学部に在籍する大学

生 組 名に調査を実施した。

課題及び手続き 実験は，事前課題（ 人で取り

組む ，協同課題（ペアで取り組む ，事後課題（

人で取り組む から構成された。解答時間は課題順

に， 分， 分， 分であった。課題内容，手続

きは橘・藤村（ ）と同様であった。

結果と考察

橘・藤村（ ）に従い同様の分析を行ったと

ころ，図形の分け方に関する要素を複数関連づけ

た説明を行うことが知識統合を促すという結果を

再現できた ， の直接確率計算法 ，

。これに基づき，知識統合を妨げる要因を

検討するため以下の分析を加えた。

「関連づけ」の有無と知識統合の有無 人数

知識統合なし 知識統合あり 計

あり 1(2.50%) 4(10.0%) 5
なし 34(85.0%) 1(2.50%) 35
計 35 5 40
まず，ペアごとに総発話数，相互にやり取りし

た回数，総発話数における相互にやり取りした回

数の割合を集計した（ 。知識統合の有無

で，それぞれに差があるか分析したところ知識統

合に至らないペアでは総発話数における相互にや

り取りした回数の割合が有意に少ないことが示さ

れた（ ）。

知識統合の有無と各項目平均値

総発話数 やり取り回数 やり取り割合

なし(N=15) 99.1(42.6) 31.7(17.6) 31.2(10.3)%
あり(N=5) 92.6(29.1) 43.8(10.3) 49.3(7.83)%
次に，発話記録から協同場面で着目してやり取

りがなされた観点（例：「線分が垂直に交わる」）

を抽出した。ペアごとにこの観点数を集計し，知

識統合の有無別で平均値を算出し ，観点

数に差があるか分析した結果，知識統合に至らな

いペアは着目してやり取りした観点数が有意に少

ないことが示された（

）。したがって，知識統合に至らないペ

アは，議論する観点に偏りが見られるといえる。

課題を捉える視点の多様性のなさが知識統合を妨

げると考えられる。

最後に，発話記録からペアごとに消極的な発言

（例：「もうこれでいいんじゃない」）の回数を集

計し，知識統合の有無別で平均値を算出した

。その結果，知識統合に至らないペアは

消極的な発言が有意に多いことが示された

（ ）。した

がって，消極的な発言はペアでの思考や相互のや

り取りを抑制し，知識統合を妨げると考えられる。

知識統合の有無と各項目平均値

着目した観点数 消極的な発言数

なし

あり

本研究では，知識統合に至らないペアは議論を

限られた範囲に留めてしまい，適切な知識を関連

づけるまでに至らないというプロセスが示された。

また，消極的な発言が協同で課題を追究しようと

いう意欲を低下させ，活発な相互のやり取りの妨

げとなることが示唆された。
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